「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第８回学童期思春期部会　摘録(案)
１　日　時：平成２１年１０月２０日（火）１３：３０～１５：３０
２　場　所：元生祥小学校１０３教室
３　参加者： （学童期思春期部会）：井越部会長，山縣，大畑，木村（代理），土井，木下，中東，砂田，瀬戸，石田，中森，古田
　　　　　　　（全体統括部会）　：藤本（代理），長谷川，塚原，國場，大田
（順不同・敬称略）
４　次　第：（１）挨拶

　・部会長挨拶
（２）配布資料の説明

（３）討議

　　　　　　　　　・全世代共通テーマについて

　　　　　　　　　・学習プログラム素案の修正について
　　　　　　　　　・支援者用テキスト集（案）について

・支援者の養成について

　　　　　　　　　

１　挨拶
（部会長）来月には全体統括部会も予定されているので，それに向けて本日の話し合いを進めていきたい。
２　配布資料の説明

事務局から，配布資料及び会議の進め方等について説明
　　　　　

３　意見交換
部会長　　　　　全世代共通の４テーマは，全ての保護者に通じるテーマとして議論してきているが，学童期思春期部会で作成した学習プログラムのワークシートを活用して，妊娠期や乳幼児期の保護者を対象に実施できるのかを改めて確認したい。
事務局　　　　　全体統括部会や妊娠期乳幼児期部会でも確認をしていく必要があると考えている。意見があれば事務局へ知らせてほしい。
部会長　　　　　前回の部会から修正を加えたプログラムについて，事務局から説明をお願いしたい。
　　　　　　　＜「つながる」「身につける」「ふれあう」「はばたく」について修正点を説明＞

　　　　　　　

委員　　　　　　「身につける」の資料で“どんな朝食がいいのかな”については，案１に比べて案２はかなりしっかりした朝食内容になっており，負担が大きいのではないか。
委員　　　　　　“何とか朝ごはん”の和食の味噌汁と比べると，洋食は飲み物ではなくスープが適当だと思う。また，体力と朝食の関係では，摂取の有無よりも何を食べるかが影響しているのではないか。

委員　　　　　　食べることでエネルギーになるので，体力と朝食の摂取は関係があると思う。参加者が負担を感じて帰るのは本プログラムの本意ではないので，何を食べさせるかも大事だが，まずは食べさせようと思ってもらうことが大事。

委員　　　　　　体力がついている子は，運動して疲れて，早寝して，そして朝食をしっかり摂るといった，きちんとした生活習慣が身についているという見方もできる。また，生活習慣が身についていれば，学力にもつながる。そういった流れを示すのもいい。
委員　　　　　　どんな親が受けるかにもよるが，負担を与えない程度で，朝ごはんは大事だよねということに気付いてもらえればよい。
委員　　　　　　本プログラムは，色々な参加者が来ることを想定している。どうしてよいか分からない，うまくいかない，保護者会に来てくれないという親に焦点を当てるのがよいのではないか。支援者がその場で判断して，どの水準で進めていくのかを判断するのは難しい。

部会長　　　　　親としては，“ばっちり朝ごはん”がよいのは分かっている。でも，毎日そこまで作れないのが現実。“何とか朝ごはん”が精一杯だと思う。そこにこだわらずに，ワークシートを使って工夫点を話し合うので，そこから何か参考にして持って帰れるような話し合いができればよい。
委員　　　　　　資料はグラフが多くて，読み解くのを面倒に感じる親もいる。文字で簡単に説明する方が分かりやすい。

委員　　　　　　グラフの資料をもとに話し合いを進めるのではなく，参考資料として持って帰ってもらうものなので，グラフを読み解くことまで気にする必要はないと思う。
委員　　　　　　ワークシートを活用して，自分と子どもの生活パターンを振り返ってもらうことが大切。話し合いの中で，何かに気付いて持って帰ってもらえればよい。

資料については，おみやげなので関心のある人の参考にしてもらえたらよい。
委員　　　　　　このテーマは議論になりやすい。誰にとっても朝食は身近なこと。ここでは食育の入口くらいにしておいて，これをきっかけに食育に関心をもってつながっていけば，また大きな価値を生む。本プログラムは，親としての向上心をくすぐるものでないといけないと思っているので，目指すべきものとして“ばっちり朝ごはん”を示しておくべき。
委員　　　　　　子育てはいい大人づくり。子どもだけではなく，大人の生活習慣も大事。そのためには，若いうちからきちんとした生活習慣を身につけることが大切で，朝食にばかりこだわる必要はない。

委員　　　　　　ワークシートに書いたことを話題にして話し合ってもらうことが，具体的な行動につながっていくと思う。話し合う中身を朝食に決めずに，各自の関心のあることで進めていくのがよい。

委員　　　　　　「ふれあう」「はばたく」は思春期の子どもを持つ親が対象。思春期になると，親子関係も価値観も様々で広がりが出てきている。乳幼児期のように誰にでも共通のようなことはあまりない。
委員　　　　　　「ふれあう」の試行実施に参加してみて，意識の高い保護者ばかりのグループだったので，結論がすぐ出てしまったが，話し合いはおもしろかった。チェックリストのタイプ別診断も，日頃の自分を振り返ると当たっていて楽しく参加できた。

委員　　　　　　エピソードも我が家に起こりうる内容だと思う。資料３・４もとても参考になるので，持ち帰り資料としていいと思う。チェックリストも楽しくて，参加しやすいプログラムだと思う。
部会長　　　　　チェックリストは，初め数が多いかと思ったが，やってみるとあっという間だった。資料にある「１０の教え」についても，一つでも心にふれれば十分。
委員　　　　　　「はばたく」については，思春期の子どもを持つ保護者として，持っておいてもらいたい視点を資料として追加しようかと考えている。
部会長　　　　　難しいテーマだが，将来に結びつく大切な問題だと思う。ただ，現実を考えるとどうだろうか。将来的には自分で稼いでいかなければいけない，でも夢を仕事だけにしてもいけない。最後にどうもっていったらよいのかが難しい。
委員　　　　　　試行実施ではどのような話が出たのか。
委員　　　　　　グループによって内容は様々だが，話をしたことで気が楽になったという意見があり，結論がなくても話し合うことで十分だと感じた。
委員　　　　　　色々な人や考え方に触れられればよい。その中で，子どもがどんな生き方をするのかを見つめることが大切。
部会長　　　　　人づくり２１世紀委員会で中学生とのトークをしているが，そこではどんな話が出ているのか。
委員　　　　　　将来の夢や，自分が普段思っていることなどを素直に話してくれる子もいて，おもしろい場になっている。大人以上に色々なことを考えている子どももいる。地域の大人とのつながりの場にもなっているし，大人にとっても勉強になることが多い。
委員　　　　　　他人だからこそ素直に言えることもある。子どもも話すことでスッキリしているのだろう。
部会長　　　　　資料３の支援者用テキスト集と資料４の各テーマのポイントについては，じっくり目を通していただき，気づいた点があれば，事務局へ連絡してほしい。
　　　　　　　　支援者の養成については，どう考えているのか。

　　　　　　　　

事務局　　　　　来年度の早い段階で，養成講座を開催したいと思っている。講座の一環として，実際にプログラムを体験してもらうことは必要だと思っているが，養成講座をどう組み立てればよいのか皆さんの知恵をお借りしたい。来月の全体統括部会でも話をしたいと思うので，検討をお願いしたい。
委員　　　　　　自分が支援者になるとしたらという視点で意見がもらえるとありがたい。
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